
久留米学生ネットワークのみなさん

ONE TEAM

わたしのことは
私たちのこと

10万人女子会
左：中村路子さん　右：國武ゆかりさん

キラリと輝く
　あなたの笑顔を！

市民活動サポートセンター
みんくる 松崎　浩平さん

日本車椅子レクダンス協会
久留米支部
檀　榮一・美枝子さんご夫妻

95歳と94歳
ご夫婦でボランティア！

　僕は誰かが自分の活動や
生きがいを見つけて笑顔にな
れる、その瞬間が見たいから、
この仕事を選びました。
　みんくるには色々な人が訪
れます。一人ひとりの相談に対
応していると、やはり誰もが自
分の役割を探しているのだと
感じます。そんな思いに少しで
も寄り添っていけるように、そ
の人がいきいきと輝ける場所
を、一緒に探しています。そのよ
うな場所をもっていることが笑
顔のもとになると思います。
　働き始めてまだ半年ほどで、
頼りないかもしれないけれど、
誰かが笑顔になれるお手伝い
を精一杯やっていきたいです。

　久留米学生ネットワークは、久留米大学・久留米工業大
学・聖マリア学院大学のボランティア団体で構成されてい
ます。定例会や交流学習会・イベントなどを通して、複数の
団体が力をあわせて活動することで地域貢献に取り組ん
でいます。
　その中で、いろんな方と交流する機会があり、私たちは
「ありがとう」の言葉を忘れないよう、意識して活動していま
す。「ありがとう」と言われたらみんな嬉しくなりますよね。

　私たちは、自分たち
が暮らしていくこの町
で、楽しく元気に過ごせ
るように、「わたしのこと
は私たちのこと」をキー
ワードに、ゆるやかな

つながりを広げています。最初は、みんなで集まって話すこ
とで誰かとつながりたい、そのつながる場所を作りたいと
いう思いで活動を始めました。その結果、誰かが笑顔にな
れる場所が少しずつ市内にできてきたんじゃないかなと
思います。
　人とつながることで、やりたいことに誰かが一歩踏み出
せる、その瞬間が私たちの喜びです。一緒に何かをチャレ
ンジして、一緒に笑顔で笑い合える、そんな自分でありた
いと思います。

　私たちは、車いすに
乗っている人もいっ
しょに、ダンスをして
楽しむ「車いすレクダ
ンス」で、高齢者施設
等訪問する、ボラン
ティア活動をしていま
す。
　戦争という大変な
時代があったからこ

そ、やりたいことがやれる、今の生活をいっそう楽しむこと
ができるのかもしれません。
　若い頃から社交ダンスやフォークダンスなど続けてき
ました。体を動かすことが、健康で笑顔でいられる秘訣か
なと思っています。


